
平成13年度地まき増殖ホタテガイ実態調査

中西康義・小坂善信・吉田達・大水理晴・鹿内満春

本調査は、陸奥湾における地まきホタテガイの実態を把握し、今後の適正増殖を図るための生産及び漁

場管理の指針とすることを目的に、例年実施しているものである。

調査内容

(1 ) 闇 査 期 間:平成13年9月18日-10月12日

(2)調査対象組合:陸奥湾内で地まき増殖を実施している野辺地町、横浜町、むつ市、川内町の4漁

協

(3) 調査対象貝:平成12年産員

(4) 調査方法

放流枚数の聞き取り調査を4漁協で行った。 4漁協の放流漁場内でホタテガイ桁網で曳網し、入網

したホタテガイの生死別個体数、底生生物の個体数を計数した。また、入網したホタテガイ 30個につ

いて殻長、放流時殻長、全重量、軟体部重量を測定したほか、異常貝の有無について観察した。

調査結果

各漁協からの聞き取り調査結果によると、平成12年産貝の放流実積は表 1のとおりで総放流枚数は

139，260千枚であった。このうち年内放流は82，8:43千枚、翌春放流は56，417千枚であった。

漁協毎の調査結果を表2に、底生生物の入網状況を表3示した。また、昭和60年産員からの正常生員

率の推移を図 1に、へい死率及び異常貝出現率を図 2に、殻長及び全重量の推移を図3に、軟体部重量

及び軟体部割合の推移を図4に、ヒトデ類の腕長と採捕密度を図 5、6に示した。

試験操業で採捕したホタテガイ全数(死貝含む)に占める正常貝の割合は、 4漁協の平均で94.8%と

平年値(昭和60年~平成11年産貝の平均75.0%)を大きく上回った。

各漁協の平均へい死率、異常員出現率は3.7%、2.0%と低いレベルであった。

殻長、全重量、軟体部重量は、各々4泊協平均で74.6mm、42.6g、12.9gであり、殻長と全重量は昨年

を上回ったが、軟体部重量は昨年並み(殻長73.2mm、全重量41.4g、軟体部重量12.9g)であった。地区

別に見ると、野辺地町、横浜町、むつ市で昨年を上回ったが川内町で昨年を下回る結果となった。

なお、同時に入網した底生生物入網状況を見ると、ヒトデ類は野辺地町で昨年より減少したが、むつ

市でかなり増加しており、さらに駆除を進めていく必要がある。また、ヒトデ類の平均腕長を見ると、

ヒトデで4.9cm-5.8cm、ニッポンヒトデでは6.8cm-9.1cmの範囲であった。

表 1 平成12年産貝の漁協別放流枚数

年肉置克

野辺地町
横浜町
むつ市

11宮も

雄.枚数 放涜時期
37，843 H12. 11.20-27 

隼 盟 H12.12.14-18 
82，843 

-161-

{単位:千控)

翌春置混 合計
量;jf枝並 放潰時期

37，843 
17，848 H13. 3. 22~26 17，848 
38，569 H13. 4. 6-25 38.569 

込盟
56.417 139.260 



平成12年産地まき増殖ホタテガイ実態調査結果表 2

組合名 調査場所 属査周回 水深 態涜 曳網面積鐸捕!;貝鐸掃死貝へい死事異常畏出現正常生買探繍密度放流時級長調査時霞長金重量 軟体節 肢体奇書割 残存貝
(m) タイプ (肘) (枚) (放) (%) 皐(%) 率(%) (枝/!rl) (s'R1) (Il10) ( 11: ) 重量(11:) 合(%) (枝)

15.0 年内 ー 1 HI3.10.5 野辺地JII沖野辺地町①

6 28.8 11.6 40.2 74.2 34.1 0.4 84.2 0.0 15.8 28 149 416.0 18.0 H13. 10.5 ② 

2 33.3 16.2 48.8 80.4 34.2 1.4 97.5 。。2.5 12 462 337.0 15.0 HI3.10.5 ③ 

14 32.5 13.5 42.1 76.6 34.3 0.6 96.2 。。3.8 7 179 328.0 21.0 H13. 10.5 有戸川沖④ 

7 32 14 

“ 
77 34 93 。7 16 198 3ω.3 勾平

3 31. 6 13.9 “.0 76.9 58.9 0.5 94.2 3.0 2.9 4 134 306.6 年明17.8 H13. 10. 10 鷺肉川沖① 機浜町

22 30.0 12.7 42.2 75.9 58.8 8.4 98.9 。.01.1 29 2688 324.0 14.2 H13. 10. 10 牛J沢沖② 

13 30.8 13.3 43.1 76.4 58.8 4.4 96.6 1.5 2.0 16.5 1411. 0 315.3 均平

9.5 98.0 。。2.0 34 1，639 176.5 年明12.0 H13. 10. 12 側沖① むつ市 2 29.6 13.0 43. 8 75.1 55.9 

1. 1 97.3 。。2.7 10 366 356.5 13.5 H13. 10. 12 側間② 9 
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13 26.4 15.7 59.1 79. 1 35.8 0.2 96.0 3.0 8.6 3 32 222.4 年内18.0 HI3.9.18 宿野鶴沖① )11肉町

。28.3 9.8 34. 9 67.9 38. 2 0.5 88.5 9.0 0.8 118 236.4 9.6 H13. 9. 18 自倉111沖② 

。38.8 12.8 33.5 67.7 37.8 0.8 81. 8 17.0 3.2 5 149 197.0 11. 0 H13.9目 18長浜曲師.沖③ 
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50 

40 

..-.. 30 
s 
....... 20 

10 

100 

90 

80 

70 

60 
内

υ
n
u
n
u

R
U
a
a
T

帽。

(
ま
)
凶
宵
昭
川
明
笹
岡

10 11 12 9 8 7 6 5 4 3 60 61 62 63元 2

。
10 11 12 9 8 7 

年産貝

2 60 61 62 63元

年産貝

へい死率及び異常貝出現率の推移図2正常生貝宰の推移(全湾平均)図1-
]
5
ω
l
 

35 

(
ま
)
姻
宿
績
誰
語

白

u
a
u
h
υ

民

d
h
u

。

唱

の

孟

内

4

・E.
，

一←軟体部重量

ー+ー軟体部割合

25 

n
u
E
u
n
υ
 

(
凶
)
刷
側
駐
誰
都

(

ω

)

刷
剛
制

70 

50 '"' 
ω 

40函
30剛

20 4tf 

60 

85 

80 

75 

震70

1噴65

60 

5 
5 

10 55 

。
12 10 11 9 8 7 

年産員

3 2 ヨむ62 63 60 61 

。。
10 11 12 9 8 7 3 4 5 6 

年産貝

60 61 62 63元 2

50 

軟体部重量及び軟体部割合の推移(全湾平均)図4殻長及び全重量の推移(全湾平均)図3



λ11、カシハ.ン

M
M
M自
U
M
M
-一引
M
M
M
M

(100m2当たりの個体数に換算)

むう市

粉
一
一
日
制
品
川
一
日
山
則
前

旦斗ユ週三

o. 7 
1.2 
0.3 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 

説加ニ

1.0 
2.4 
0.0 
官官
17.9 
4.0 
1. 9 
5百
13.5 
4.6 
0.0 
166.0 

日一一

M
M
M自
U
M
M訂
M
M
M
制

二千IJン主._. 

0.0 
o. 0 
0.0 
0.0 
0.0 
Z右

主主
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
1.2 

0.0 
0.0 
0.3 
在百
0.0 
在百
0.0 
官官
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 

モ泣:.r

0.0 
0.6 
0.3 
1.6 
5.6 
0.0 
色2
0.9 
0.4 
1.5 
6.0 
0.0 

泣t・u

0.0 
0.6 
主主
0.0 
主主
6. 3 
Ll 
0.0 
1.3 
5.1 
1.5 
0.8 

山
川

-
-
M
M
M抗
日
一
M
M百
M
m
一は

M

り一一

M
M
M一M
M抗
日
自
M
M
M
M

山
一
問
問

U
M
M

一MM
-
M
M
M
M
M

辺一
M
M
M

一MU
M
M
口
M
M
一川村・

ぼ
一
川
口
口
市
川
…
抗
日
-
一
M
M
山
川
川

底生生物入網状況

D 野辺地川

g ↓ 
⑨ 省戸川沖

横浜町 ① 荒内川沖
③ 牛ノ沢沖

①沖側
②個個

川内町 ① 宿野郁沖
② 目倉川jITg 長浜蛎崎沖

蛎崎沖
⑤ .崎沖
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地区別ヒトデ類の採捕密度(平成13年 9.......10月)図6

肉町

地区別ヒトデ類の腕長(平成13年 9.......10月)
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